
うらわ美術館 

展覧会プレスリリース 

 

江戸の遊び絵づくし 

－おもしろ浮世絵版画－ 

 

１１月１９日（土）から１月１５日（日）まで 

 

 

      

①                     ② 

 

                 
                               ③                                        ④ 



 

 

うらわ美術館では、 

「江戸の遊び絵づくしーおもしろ浮世絵版画―」展を 

開催いたします。 

つきましては告知広報方、御協力を 

よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

表頁の図版キャプション ＊絵師名「作品名」制作年 

 

① 歌川国芳 「年が寄ても若い人だ」 1847-50年 

うたがわくによし「としがよってもわかいひとだ」 

 

・・・振り向いた若い男。よーく見ると、パーツが十二支の動物！＜寄せ絵＞ 

 

② 歌川芳員「源義経 平知盛ノ霊ニ逢図」（部分） 1851年 

   うたがわよしかず 

「みなもとのよしつね たいらのとももりのれいにあうず」 

 

・・・船で西国に向かう源氏の行く手に、敗れた平氏の亡霊が襲いかかる場面。波の形が･･･ 

                            ＜隠し絵＞ 

 

③ 歌川芳藤「五人のあたまで十人に見ゆる」 1861 年 

うたがわよしふじ「ごにんのあたまでじゅうにんにみゆる」 

 

・・・エキゾチックな長崎･出島の子ども雑技団!? 頭の数は５つだけれど･･･＜奇躰画＞ 

 

④ 歌川芳虎「風流さや絵（花魁）」 1849年 

うたがわよしとら「ふうりゅうさやえ（おいらん）」 

 

・・・これが花魁!? 円筒状の鏡に写すと、たちまち美女の立ち姿に･･･＜鞘絵＞ 

 

 

 



 

１．展覧会名  江戸の遊び絵づくし －おもしろ浮世絵版画－ 

 

 

２．概  要 

浮世絵版画と聞いて、さて何を思い浮かべますか？ 美人画でしょうか、それとも名所絵

でしょうか。 

本展では「遊び絵」と称される不思議でおもしろいジャンルを紹介します。 

現在、芸術作品として世界的に評価の高い浮世絵版画ですが、元は庶民の娯楽や情報源な

どとして江戸時代に人気を集め、発展してきたものです。 

殊に「遊び絵」には、視覚的な魅力とともに、言葉遊びやパロディの要素が様々に凝らさ

れ、独特なおもしろ味が醸し出されています。眺めていると頭をひねり体も使って、いつの

間にかその絵の世界へと引きこまれてしまいます。謎解き、隠し絵、身振絵など、１５０点

余りの「遊び絵」を、本展では七つの章でご案内いたします。 

斬新なアイデアやユーモラスな表現に好奇心と想像力が刺激される、たのしい展覧会です。 

 

 

３．構  成 

一 よって、たかって、こしらえる   …「寄せ絵」他 

二 ふしぎなからだ－合体・あべこべ・顔三つ！？  …「奇躰画」「隠し絵」他 

三 幸せはこぶラッキーアイテム   …「七福神」「有卦
う け

絵
え

」他 

四 チャレンジ！江戸っ子と知恵くらべ …「文字絵」「判じ絵」「地
じ

口
ぐち

絵
え

」他 

五 身振り手振りでこれな～んだ？   …「身振
み ぶ り

絵
え

」「影絵」他 

六 みんな大好き♪おもちゃ箱    …「組
くみ

上絵
あ げ え

」「鞘
さや

絵
え

」「仕掛絵」他 

七 人も世相も茶化しちゃえ！戯画
ぎ が

ワールド    …「くぎ絵」「擬人絵」「鳥羽絵」他 

 

 

４．会  期  平成２８年１１月１９日（土）～平成２９年１月１５日（日） 

 

 

５．休 館 日  月曜日（１月９日は開館）、１月１０日、年末年始（１２月２７日～１月４日） 

 

 

６．開館時間  午前１０時～午後５時、土日のみ～午後８時（入場は閉館 30分前まで） 

 

 

７．会  場  うらわ美術館 ギャラリーＡＢＣ 

さいたま市浦和区仲町 2-5-1 浦和センチュリーシティ 3F（〒330－0062） 

 

 



 

８．観 覧 料  一般６１０（480）円  大高生４１０(320)円  中小生２００(160)円 

＊（ ）内は２０名以上の団体料金 

＊障害者手帳をお持ちの方および付添いの方１名は半額 

＊リピーター割引：観覧済の有料観覧券のご提示により、団体料金でご入場い

ただけます（観覧日から 1年以内、1名様、1回限り有効） 

 

 

９．主  催  うらわ美術館 

 

 

10．企画協力  株式会社アートワン 

 

 

11．監  修  稲垣進一、中右瑛、悳俊彦 

 

 

12．関連事業  学芸員によるギャラリー・トーク 

１１月２７日（日）、１２月１０日（土）、１月９日（月祝） 

各回午後２時～ 

＜自由参加・当日の観覧券が必要です＞ 

 

 

●交通案内    

・電車利用／JR京浜東北線、高崎線、宇都宮線、湘南新宿ライン、上野東京ラインで浦和駅下

車。西口から徒歩 7分。 

・車利用 ／東北自動車道（浦和出口から 9㎞）、首都高 5号池袋線・埼玉大宮線（浦和南 

口から 4㎞）、外環自動車道（三郷方面より外環浦和出口から 5km、大泉方面より戸田西 

口から 7km）。当ビル地下の公営駐車場（有料）をご利用ください。 

 

 

●記事掲載について 

①作品図版掲載の際には、表紙参考図版からご請求ください。電子メールにてデジタルデータ

をお送りします。掲載の際には裏頁にあるキャプションのとおり記載していただくようお願

いいたします。今回の図版は著作権許諾申請の必要はありません。 

②お手数ですが、掲載紙（誌）をご恵贈ください。 

③取材、会場撮影の際には、必ず事前にご連絡、お問合せください。また、掲載日、放送日が

決まりましたら、事前にご連絡ください。 

④招待券読者プレゼントをご希望の場合はご連絡ください。 

 

◆広報（資料請求等）に関するお問合せ 

うらわ美術館 

tel：048-827-3215 fax：048-834-4327 

e-mail: urawa-art-museum@city.saitama.lg.jp 

http://www.city.saitama.jp/urawa-art-museum 

mailto:urawa-art-museum@city.saitama.lg.jp

